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平成 25 年 2 月 6 日 

 

           

 

 

 

株式会社インテック 

国立大学法人富山大学 

 

富山の市街地をスマホで散策 

路面電車セントラムにて ICT を活用した 

「富山型まちなかアプリ」検証イベントを実施 

 

IT ホールディングスグループの株式会社インテック(本社：富山市、代表取締役社長 滝澤光樹、

以下インテック)と国立大学法人富山大学(学長 遠藤俊郎)の大学院理工学研究部メディア情報通信

研究室(富山県富山市、教授 堀田裕弘)は、ICT を活用して中心市街地を活性化する研究開発の集大

成として、富山市中心市街地を走る路面電車環状線（セントラム）をフィールドにした検証イベント

を行います。 

本研究開発の成果は本イベントを節目として、環境未来都市とやま*1の「交通空間の利活用交流推

進」プロジェクトに展開し、中心市街地の活性化につなげることを目指します。 

 

１．背景 

インテックと富山大学は、総務省による平成 23 年度戦略的情報通信研究開発推進制度(SCOPE)*2で

採択された研究課題「富山 LRT*3 におけるスマート ICT*4 を活用したバリュー創生の研究開発」の実

証実験を、富山市、富山地方鉄道株式会社、株式会社まちづくりとやまのご協力のもと、2012 年 2

月より行ってきました。これまでは、開発したシステムごとの実証実験を重ねてきましたが、今回の

検証イベントは、この 2年間の研究開発成果を総合的に用いた実験として実施いたします。 

 

２．検証イベント実施要領 

本検証イベントは、下記要領で実施します。 

日  時：平成 25 年 2 月 9日（土）10:00～16:00 (所要時間:50 分程) 

対  象：Android 搭載のスマートフォンをお持ちの方(先着 100 名様) 

  受付場所：富山市グランドプラザ（随時受付） 

 参加費用：無料（セントラムに乗車する場合は、実費をご負担ください） 

  内  容：スマートフォン(Android 版)にアプリをダウンロードしてセントラムに乗車していた

だき、本アプリが提供するまちなかのお店情報やお店までのナビ情報を用いて、目的

地を訪問するまでを体験していただきます。 

 

３．検証イベントの実施内容について 

ナビゲーションシステム、AR*5表示技術を用いた情報提供システム、デジタルサイネージシステム

の 3つのシステムを連携し、セントラム内でまちなか情報を発見した人が実際に店舗に辿り着くまで
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を、ゲーム感覚でサポートする検証イベントです。具体的には、以下のような機能を提供します。 

① セントラム乗車前 

－ ナビゲーションシステムにより、セントラムの走行位置をリアルタイムに確認することがで

きます。 

② セントラム乗車中 

－ 実証実験に参加しているお店にセントラムが近付くと、乗客のスマートフォン(Android 版)

に、AR 表示技術を用いたゲーム感覚のユーザインタフェースにより、そのお店のタイムリー

な情報が提供されます。 

－ 車内に設置されたデジタルサイネージシステムにより、沿線のお店やイベント情報を提供し

ます。情報はオンデマンドでアップロードできるだけでなく、走行する場所に応じて提供す

ることができます。 

③ セントラム降車後 

－ セントラム内で見つけ、「行きたい」と思ったお店までの道のりを、最寄りの駅からナビゲー

ションします。 

 

なお、昨年３月に実施した中間成果発表イベントとの相違点は以下のとおりです。 

 ２０１２年３月 今回 

セントラムの 

ナビゲーションシステム

・セントラムの位置情報提供 ・セントラム利用を前提としたナビゲーション 

(乗車中に目的地の最寄り駅案内) 

・環状線区間を走る全ての市電の位置情報を提供 

AR 表示技術を用いた 

情報提供システム 

・お宝探しゲーム 

・動画像認識技術を活用 

・iPhone 版(一般利用者向けの

配布無) 

・まちなか情報の提供 

・GPS 技術を活用(見ている場所から表示範囲制御) 

・Android 版(各自保有の端末にダウンロード可、

iPhone 版は近日中に提供予定) 

・ナビゲーションシステムと連携 

デジタルサイネージ 

システム 

・黒電車のみ機器を設置 

・広告提供協力店：4店舗 

・セントラム 3編成すべてに機器設置 

・広告提供協力店：154 店舗 

 

４．今後の展開について 

インテックおよび富山大学は、今回の研究成果を富山市のまちづくりのみならず、他の地区でのま

ちづくりにも有効な ICT システムとしてナビゲーションシステム、AR 表示技術を用いた情報提供シ

ステム、デジタルサイネージシステムを展開して参ります。 

  

 

お問い合わせ先 

■㈱インテック 

先端技術研究所 研究開発部 （担当：堀） TEL：076-444-8012 

■富山大学 

大学院 理工学研究部 メディア情報通信研究室 

教授 堀田 裕弘       TEL：076-445-6758 
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用語集 

*1 環境未来都市とやま 

 富山市は、平成 23 年 12 月に全国 11 の都市・地域のひとつとして「環境未来都市」に選定

されました。現在、14 プロジェクトが実施されています。 

 http://www.city.toyama.toyama.jp/kankyobu/kankyoseisakuka/ondankataisakukikaku/c 

hikyuondankataisaku.html 

 

*2 戦略的情報通信研究開発推進制度 

(Strategic Information and Communications R&D Promotion Programme：SCOPE) 

本制度は、情報通信技術(ICT)分野の研究開発のための競争的資金制度です。総務省が定め

た戦略的な重点研究開発目標を実現するために、ICT におけるシーズの創出、研究者や研究

機関における研究開発力の向上、世界をリードする知的財産の創出、国際標準を獲得するこ

となどを目的として、新規性に富む課題の研究開発を委託する制度です。 

 

*3 LRT (Light Rail Transit) 

日本語訳は、軽量軌道交通。富山市では、富山市路面電車(愛称：セントラム)に加え、富山

ライトレール(愛称：ポートラム)も運行しています。 

 

*4 ICT (Information and Communication Technology) 

 情報(Information)と通信(Communication)に関する技術の総称。 

ICT 機器とは、コンピュータやネットワークだけでなく、センサーやネットワークに接続さ

れるさまざまな機器を想定しています。 

 

*5 AR (Augmented Reality) 

日本語訳は、拡張現実感。カメラで取得された映像データに、コンピュータで生成されたバー

チャルな情報を合成して表示する技術。 

 

 

◆株式会社インテックについて 

お客さまの経営戦略に沿った情報化戦略の立案からシステムの企画、開発、アウトソーシング、運

用保守まで、IT分野において幅広く事業を展開しています。特に、データセンター事業は、東京、横

浜、大阪、富山などのデータセンターを高速回線で接続した高信頼性サービスを提供しています。2014

年1月11日に創立50年を迎えるインテックは、産業と社会システムの高次化に資するユビキタスICT

カンパニーとして、グローバルな視野で、次なる50年へと新たな挑戦を続けてまいります。 

参考) インテックホームページ http://www.intec.co.jp/ 

 

◆ＩＴホールティングスグループについて 

ITホールディングスグループは、さまざまなお客さまをITで支援するITエキスパート集団です。 

進化し続ける企業グループとして、グループ各社の個性を活かし総合力で応えます。 
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◆富山大学大学院 理工学研究部 メディア情報通信研究室 

当研究室では、次世代裸眼 3D-IPTV の品質評価技術、マルチメディアサービス・アプリケーション

の QoE 評価技術、NIRS・脳波など生体情報を利用した新しい映像品質評価技術、画像処理による新

しい路面センサーの開発、マルチ/全方位カメラを用いた画像処理、富山 LRT 用スマートフォン・ナ

ビゲーションアプリの開発など、メディア情報通信に関する教育・研究を行っています。 

研究室ホームページ  http://mict.eng.u-toyama.ac.jp/ 

 

◆富山市 

富山市は「公共交通を軸としたコンパクトなまちづくり」を核に、人と地球環境に優しいまちづく

りを進めています。 

平成 20 年度には、全国で 13 の「環境モデル都市」の 1都市に選定されています。さらに平成 23

年度には、全国で 11 の「環境未来都市」の 1都市に選定されています。 

富山市ホームページ  http://www.city.toyama.toyama.jp/ 

 

◆富山地方鉄道株式会社 

昭和 5年創立以来、富山の地域交通をとおして、地域の発展に貢献している企業です。 

富山市から宇奈月温泉までの鉄道は、93.2km。映画 Railways の舞台となりました。また、路面電

車(軌道線)は、7.3km で運営しています。 

富山地方鉄道株式会社ホームページ  http://www.chitetsu.co.jp/ 

 

◆株式会社まちづくりとやま 

富山市が平成 11 年に策定した「富山市中心市街地活性化基本計画」に基づいて、広域都心と生活

都心の調和する賑わい溢れる中心市街地の再生を目指し、平成 12 年 7 月に第三セクターとして設立

されました。 

コミュニティバスの運営、富山市まちなか賑わい広場「グランドプラザ」の管理・運営、市内全域

の地元農産物の情報発信と販売促進の「地場もん屋総本店」の運営などをおこなっています。 

  株式会社まちづくりとやまホームページ  http://www.tmo-toyama.com/ 


